
パブリックコメントの結果

●第２次真庭市総合計画（基本計画）改訂（案）

●第２期真庭市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）

●真庭市人口ビジョン（案）

意見募集期間

令和２年１０月９日（金）午後から令和２年１１月４日（水）

パブリックコメントの結果

提出された意見 ９件

意見の件数 ９件

番号 該当箇所 意見の概要 真庭市の考え方

第2次真庭市総合計画（基本計画）改訂（案）について

１ 全体 山間部の交通の便の悪い地区にお

住まいの高齢者の方に対して、例え

ば、何かを利用してお薬や生活に欠か

せない必需品の宅配など行政として

検討は出来るのでしょうか？

無人機（ドローン）を活用するなど

もこれからの時代の主流になってく

るやも知れません。

衣食住、三拍子揃った、高齢者に優

しい真庭市にと思います。

出張販売や宅配事業などの商行為につ

いては、本来民間事業者が担うものです。

しかし、真庭市のような過疎地域におい

ては、こういった民間事業者だけで担うこ

とが困難になっております。特に、買い物

弱者対策等の生活基盤の支援は、高齢者に

限らず市民生活の安全と安心のために重

要だと考えております。

このように従来民間事業者で担ってい

た生活基盤については、「コミュニティー

ビジネス」や「ソーシャルビジネス」など

の、地域、行政、事業者が連携した仕組み

づくりが必要だと考えており、地域課題の

性質や各地域の特性に合わせた支援や仕

組みを検討していきたいと考えておりま

す。

無人機などの技術革新の状況について

も注視しながら、高齢者や障がい者など誰

にとっても生活しやすい環境整備を行い

ます。



２ 第5章基

本計画第

4 節第 1

項施策の

方向性と

目標

地域と連携した学校教育の中に「真

庭の川や森、草原など・・・・地域と

共に元気になる郷育(ふるさと学習)を

推進します。」とありますが、真庭市

バイオマスツアーの教育版として「真

庭ふるさと学習ツアー(仮称)」を計画

し、真庭産業団地をはじめとする市内

優良企業等を巡る事業を「ふるさと学

習」と併せて実施し、郷土愛と誇りを

醸成し、ひいては、県外転出を抑制す

るとともに、Uターン者の増加を期待

したい。

このようなツアーは、市内の生徒に

限らず、県内外にも修学旅行バージョ

ン、親子バージョン等を計画し、広く

広報すれば、賑わいの創出、経済活性

化にも繋がるのではないかと考えま

す。

このため、企業、各種事業者と小・

中・高校生との関わりを強くイメージ

できる文言を加えたらと感じます。ど

こかに表記されていたらごめんなさ

い。

ご提案のツアーについてですが、市外の

方を中心に企画していた「真庭バイオマス

ツアー」を、令和２年度より、市民の方を

対象にした「真庭を知ろうバスツアー」と

して実施しております。

地域の企業や各種事業者等幅広い対象

を地域と表現し、地域との連携した学校教

育と記載しております。

３ 第5章基

本計画第

5 節第 2

項

現状と課

題

「個人の所得にとどまらず、真庭地

域全体の生産性向上につなげていき

たい」との変更理由で、「域内所得」

から「地域総生産額」に変更されてい

ます。

大まかには、地域総生産(域内総生

産)から移出入を考慮したものが「域内

所得」です。域内所得は市内の支出可

能額です。計画には、ライフスタイル

の経済的基盤整備として経済産業施

策を実施するとあります。総生産額が

増えても、所得に反映しないと生活基

盤とはならず、総合計画の趣旨と離れ

ご指摘のとおり、「地域内総生産額」の

前に「雇用拡大や域内所得の増加を目的と

した」の文言を追加します。



ていると考えます。同時に、市内で所

得が消費されることが、経済循環活性

化(回る経済)に必要です。真庭市は産

業集積が小さいため、総生産を増やそ

うとすると、原材料等の供給のため移

入を増やさざるを得ず、総所得の増加

とは必ずしも比例しません。

また、域内総生産を増やすには、需

要を増やすために人口、特に就労可能

な人口の増加が効果的ですが、人口ビ

ジョンを見るとそれはかなり困難で

す。

以上の理由から、「域内所得」の増

加のほうが政策目的に適していると

考えます。よって、「総生産額の増加」

の前に、「雇用拡大や域内所得の増加

を目的とした」を追加したほうがいい

と考えます。

４ 全体
SDGs の理念の推進、真庭に共感す

る「関係人口」の創出拡大など大変良

い総合計画であって、ぜひ、一人でも

多くの真庭ファンを呼び込む、シティ

プロモーション推進に更に力を入れ

ていただきたい。

引き続き、真庭市の理念、取組について

の情報発信を行います。

第２期真庭市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）

５ 全体
若い人の不登校、ひきこもり、不就

労の方々が一歩ずつ前に出てゆくに

はどうしたら良いか？と、深く考えさ

せられる昨今でございます。

全ての市民が相互に尊重し、共に生きる

地域の実現を目指します。

また、誰もが活躍する地域社会を実現

し、生活における楽しみや生きがいを見出

し、様々な困難を抱えた場合でも、安心し

てその人らしい生活ができ、活躍できる地

域社会を推進するための施策を行います。

６ 全体
コロナ禍の中、都市部に出ている県

外在住者の人たちが帰省しにくい状

況にあります。特に生家を空き家にさ

れている方たちに対し、ふるさと納税

墓掃除、墓参りの代行については、ふる

さと納税の返礼品として実施しています。

一方、空き家の管理については、管理・

掃除の状態や鍵の保管方法等様々な場合



を利用し、

・空き家の管理

・墓掃除、墓参りの代行

などをご検討されたらどうでしょう。

特に空き家の対策は、安全面からし

ても大切なことです。

が想定されるため、ふるさと納税の返礼品

として一律の料金を定めることが困難で

あることから、現状では対象としておりま

せん。

しかし、空き家は地域の大きな課題であ

ることから、総合戦略にも空き家対策とし

て地域主体の宅地活用事業を盛り込み、対

策を講じることとしています。

７
本論 第

2章（２）

取組体制

と CAPD

の整備、

全体

どの計画案を見ましても、素晴らし

く意見を申し上げるような内容が見

つからないほどに計画案はできてい

ます。

あくまでも参考という事で申し上

げてみます。CAPDの整備という言葉

が出てきます。下段にその説明を書い

ています。（C=Check：評価）（A=Act：

改善）（P=Plan：計画）（D=Do：実行）

と書いています。このようなことは必

要ではないと思います。市民へは最初

から評価、改善、計画、実行と書けば

理解し易いと思います。

資料を拝見して、市民に理解して頂

くことに配慮が不足しているように

思います。60 歳以上の方にも理解し

ていただくのに、どうすればいいのか

という、わかり易い資料について、ど

のように表現すればよいかを考えて

頂くことは、大切なことと思います。

※資料はどの資料見ましても素晴ら

しく思います。ですから、後は市民に

どうすれば理解してもらえるかを、再

度ご検討ください。

ダイジェスト版を作成するなど、わかり

やすい資料づくりに努め周知していきま

す。

８ 表紙
恋愛至上主義については、誤解を招

く表現と感じます。次の通り修正する

ことを提案します。

「愛する“あなた”への贈り物」～ひ

ご提案のとおり、「「愛する“あなた”への

贈り物」～ひとに恋する 地域を愛する

～」に修正します。



とに恋する 地域を愛する～

提案理由としては以下の通りです。

「愛」とは、「存在自体を尊重し認

め合う」、「お互いが相手の善を願う」

という相互性の理念です。市民一人ひ

とりが一番大事、多様性の尊重、だれ

一人取り残さない、さらに共生といっ

た「真庭ライフスタイル」の本質を表

現しています。総合計画や総合戦略は

その具現化ツールです。経済施策も人

間中心性を根本に据える意思が現れ

ると思い、「愛」という言葉を使いた

いと思います。

また、次世代へのメッセージ。次世

代へ地域を引き継いでいく決意も込

めて「贈り物」としてみました。

真庭市人口ビジョン（案）

９
全体 コロナ禍の中、出生率は経済的にも

冷え込み、雇用情勢の悪化、生活環境

の変化に伴い、激減していると新聞に

も掲載されていました。

しかしながら、人口を増やすためには

真庭市に人を呼び込み、出生率を上げ

ていかねば、減少に歯止めが効かない

と思います。

若い、ヤングママさんの会合を持つ

など、真庭市の環境の良さ、住み易さ

をアピールし、その方たちの友人知人

に口コミで真庭市の PRをしていただ

き、将来的には定住化をしてもらい、

減少に何らかの歯止めのためのアク

ションを起こしてもらいたいと思い

ます。

また、これから生まれてくる子ども

たちを「真庭市のエース」に育ててい

くのも今の私たちの役目だと思いま

人口ビジョンでは人口減少は一定程度

認めたうえで、人口減少のスピードの抑

制、人口構成を重視し、その対策を総合戦

略で実施します。

また、人口減少にともなう財政状況を考

慮し、適正な財政運営に努めます。



す。市政についてですが、その子たち

の将来に大きなツケを残さないよう

市政の運営をしていただければと願

います。


